


- 42 - 
 

●第２章 計画の基本方針 
１．住民の望む空間像 

味間奥地区で調査した住民アンケート（回答者９人）によれば、住民の望む味間奥地区の将来像は、「互

いに声掛け合って協力し合えるコミュニティ豊かな里」であり、「自然豊かで、将来も整然とした茶畑の広がる

農地が健全に維持された里」である。茶畑等の農地は、農家が少なくなっても「営農グループや組織経営」

あるいは「貸農園」として維持され、栽培される茶や黒豆、山の芋等は、将来も特産として人気を博し、花の

寺としても有名となった大国寺や波多野家の史跡等にも多くの人が訪れ散策し、交流しあい、集落内には

「住民が気軽に集う場や道の駅のような特産販売できる」環境が望まれている。 

すなわち大きく開発されるのではなく、現在味間奥が有する環境をそのまま継承しながら、みんなで協力

し合って特産開発等により農業が生業として成り立つ環境が志向され、名所の大国寺や茶畑に都市住民が

適度に訪れ、交流しあう人情味豊かな里が希求されている。将来の味間奥は、「自然環境豊かで」「茶畑等

が健全に維持され、田園環境の広がる」里であり、集落内には都市住民とともに「散策できる安全な環境」と

「住民が気軽に集う場」や「特産物の販売する場」が整備された環境といえる。 

●住民が描く味間奥地区の将来像（味間奥地区里づくりアンケート調査から） 

○若い人たちとも話ができるような集まり、行事があればうれしい。みんなで協力して何でもしよ

う。（５０代女性）。 
 

○休日等には都会から家族連れが大国寺を中心に茶畑等を散策する姿が見られ、農作業している人

（自分）に集落の見どころ等について話している、そんな味間奥（5０代男性）。 
 

○後期高齢化が益々進み、茶畑等の荒廃化の拡大が心配。景観が維持できる体制作りのために、昨

年結成された「結いの会」の組織拡大をし、少子高齢化の担い手不足を解消し、美しい茶畑等を

維持したい（60 代男性）。 
 

○自然に囲まれて、住民が仲良く暮らせる村。みんなでよい村づくりにつながるように知恵を出し

合い、よいことは力を合わせて実現しよう。歩道には「花」、様々な魚や虫たちが見られる道を

元気に闊歩しよう（５０代男性）。 
 

○子供たちも結婚して孫もいて、家族楽しく暮らしてる。世代に関係なく、集まれる行事があれば

いいな（５０代女性）。 
 

○集落エリアは拡大したにもかかわらず、何かにつけ整い、お互い声掛け合って向こう三軒両隣の

意識が漂い、みんなが助け合ってのびのびと余暇を過ごしてる。そして、松茸、茶、黒豆の特産

物が、超人気となり、集落をその収益で賄っている、そんな味間奥であって欲しい（６０代男性）。
 

○NHK で放送されるとすぐにお客さまが訪ねて来ます。若者は U ターンして共同して特産物の

茶・秋の豆を育て、歩く歩道は整い、遠方からも散歩や自転車で茶畑を訪ねて集まってきます。

今日も共同売店の安全で新鮮な野菜や特産物は、完売。明日も元気に声掛け合って頑張りましょ

う。公園で遊んでいた子供たちも元気に帰ってきました（６０代女性）。 
 

○散歩するのが楽しく、沿道には四季折々の花が咲き、学び多い環境づくりを…（６０代）。 
 

○有機農法の農作物が味間奥のブランドとなり、インターネット直販により高値で取引。週末は観

光客が集まり、農作物の収穫に参加し楽しむ。新しくできた小さな宿泊施設は、地元の幸で、舌

鼓。安心安全な食材を提供する味間奥には、ロハスを楽しむ人々で今日も賑わう（４０代男性）。
 

○現在１３５軒の農家は、３０軒余りになったが、貸農園で維持されている味間奥の田園風景は変

わらない。きょうも活発なコミュニケーションの場となり、朝夕、散策する住民も多い。緑が多

く、空気がきれいで、人情豊かなわが里には、元気な老人が集まるサロンがあり、仲間たちがい

つも笑顔で集まっている、味間奥は、わが故郷である（６０代男性）。 
 

○大国寺が花一杯の寺として有名になり、訪れる人が多くなるにつれ、悲運の戦国武将波多野秀治

の眠る里としても知られるようになった。空家は宿泊施設として利用され、貸農園とタイアップ

して活用されている。整然とした茶畑の中で、集落民が楽しく集い、老若男女が語り合っている。

豊かな自然と伝統文化が息づき、人情味あふれる里（60 代男性）。 
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２．味間奥地区の将来像 

住民の読んだ俳句に「わが村は 一に茶の里 二に大国寺」とあるように味間奥の景観的特徴は、緑の

帯の広がる茶畑である。住民のアンケート結果でも茶畑のある田園環境をできるだけ保全継承することを

望んでおり、茶の里のイメージは、紅葉の古刹大国寺等とともに住民の誇りともなっている。地域住民は、

こうした茶畑の広がる田園環境を保全し、継承することによって都市住民等が訪れ散策し、住民とふれあ

い交流することが期待され、この訪れ散策できる環境づくりを通して、特産販売や貸農園化等を実施し、

将来にわたって茶畑等の田園環境を維持・継承していくことが期待されている。ただしそのためには、集

落営農や共同化により、経営の一元化等に取り組むことも求められている。 

       

□茶畑のある田園環境の保全継承 

味間奥地区の将来像は、できる限り茶畑の広がる田園環境を保全維持することであり、茶の里の風景に

期待して訪れる人たちを失望させないことである。何度も自然や茶畑の広がる田園環境を求めて来訪す

る人たちを心地よく受け入れ、散策できる環境づくりが求められる。いうなれば来訪者をもてなすホスピタリ

ティ（丁寧にもてなす好意と誠意）の高いデザインが必要であり、来訪者をもてなす環境づくりが、地域住

民にとっても居心地のよい快適な生活環境に結び付く必要がある。すなわち、茶の里として来訪者の期待

を裏切らない「景観づくり」と、訪れた来訪者を「楽しませる場や施設」づくり、そして「地域住民が集い交流

することのできる場」づくりが求められている。 

来訪者を楽しませる場や施設とは、茶畑等を「散策できる環境」とすることであり、その散策空間のネット

ワークに関連付けて「地域住民のたまり場や交流する場」を設けることである。 

                   

 

 

 

 

 
   

波多野家偲ぶ二村に紅葉の大国寺、清流住吉川にホタル飛び交い、丹波霧が育むカ丹波の茶処 

丹波の「茶処庭園の里」：味間奥 
 

①茶畑と共生するさと ②歩いて自然と歴史にふれあうさと ③心豊かな交流のさと
 

－茶畑はみんなの庭園、紫雲にのって味間奥の心
・

をみんなで満喫しよう－ 

 □茶の里の目指す環境イメージ 

味間奥の目指すべき、茶の里のイメージは、単にまとまった茶畑が分布するだけでなく、適切に維

持管理された茶畑の帯の中に里人が大切に育んできた想いや、時間をかけて形成してきた文化的

な風土が息づき体感できる環境づくりである。整然とした茶苗の美しさに里人の情愛を感じ、何百年

間にもわたって形成されてきた味間奥特有の平坦な茶畑と近代の霜よけ設備に、時間が培ってき

た本物の風土を感じたい。食ともなる特産の農作物は、安心安全なイメージとなり、訪れた人に潤い

とゆったりとした安心感や満足感を与え、背景の山並みや渓谷の竹林のある沢やため池と調和した

田園の美しさは、垣間見る生き物たちとともに自然の豊かさのイメージを増幅させる。 

里山や諏訪山を背景とした豊かな茶畑の緑空間の中に息づく古刹や茅葺等の古民家が分布す

る景観は、日本人のふるさとのイメージとともに懐かしさと親しみを加味し、厳しい修験の足跡や波

多野家の人々の悲哀を重ね見るとき、遠望される優美な高城山とともに味間奥の里が有する文化

的な風土の重みを感じることができる。やさしい緑豊かな風景の中に整然とした茶畑や修験の厳し

さ、そして歴史的なロマンが漂い、実直で素朴な里人の所作と協働の笑顔を目にすることができる。

こうした真に豊かな茶処としての風土を満喫できる環境こそ、茶の里：味間奥が目指すべき将来像と

いえる。したがって味間奥地区は、丹波の「茶処庭園」の里として、目指す将来像を次の三つとす

る。 
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■丹波の茶処庭園の里として目指すべき三つの里のイメージ 

①茶畑と共生するさと 

・遠く仰ぎ見る白髪岳や緑の諏訪山を背景によく手入れされた茶畑がなだらかな扇状地に広がり、ほっこりと

心豊かになれる里。茶畑とともにくらす里の豊かさを伝たえよう。 

 

②歩いて自然と歴史に触れあえるさと 

・高城山を借景に田園風景を楽しみながら、茶畑の庭園を散策し、生き物が生息する豊かな自然と悠久の

歴史に出会える里。四季折々の草花の咲く、畔や谷川の堤防、畷の参道や石畳を登りながら、足裏で自然

と歴史を体感しよう。 

 

③心豊かな交流のさと 

・みんなで楽しみながら、互いに協力して里づくりを推進しよう。訪れる人たちと共に交流しあいながら、笑顔

がはじける元気な里。内外の若者たちとともに連携しあいながら、茶処が育む心の豊かさを未来に伝えよう。 

 

３．計画の基本方針 

①茶畑と共生する里づくり 

味間奥のシンボルでもある茶畑を核に田園景観を保全継承する。 

農用地の水田地は、味間奥の生産基盤としてできる限りまとまった農地として保全継承する。特に奥上門谷、

向山、そして小峠川と住吉川沿いのまとまった農地の保全に努め、無秩序なスプロール化を防止する。向山

や御霊神社東の農地は水源のため池や水路とともに保全維持する。 

茶畑は、住吉川沿いと諏訪山裾部の二つの扇状地地形に沿ったまとまりを保全するとともに幹線道や街路、

主要な施設からの眺望性に配慮し、茶畑の背景となる裾部や境界地の修景整備に努めるものとする。特に茶

工場の修景整備を図るものとする。 

   家屋間に介在する農地は、味間奥特有のゆとりある散居状のたたずまいを形成しており、この農地や茶畑、

菜園が維持管理されていることが、集落環境イメージ

に大きく作用する。茶処庭園としての四季の変化や季

節感は、眺望される茶畑や農用地よりもむしろ家屋間

に介在する農地によって増幅されている。したがって、

家屋の庭木と一体をなす緑地として家屋景観や街並

み景観として捉える中で身近な緑地空間として、建物と

の構図性、接道部の四季の演出に重点をおいた地権

者合意に基づく紳士協定等による修景整備を推進す

る。 

 

②歩いて自然と歴史に触れあえる里づくり 

味間奥の茶畑庭園を散策する散策道（フットパス）は、味間奥の自然や歴史的な魅力資源を相互にネットワ

ークする散策道であると同時に、茶の里としての風景を楽しみ味わう散策道である。すなわち茶の里の風景を、

歩きながら回遊し味わう観客席ともいえるもので、今後の茶処庭園の修景整備は、この散策道からの見え方

に配慮しながら、構図性を踏まえ、検討していくこととなる。 

歩いて自然と歴史に触れあう散策道は、安全な道が原則となるが、幹線道路の歩道や舗装された道よりも

むしろ、畔や家屋間の露地等を基本に、より自然と歴史に触れあうものとしたい。歴史は史跡や文化財を相

互にネットワークするとともに、参道や石畳、鳥居、地蔵といった歴史的資源の見せ方（近づき方）にも配慮す

る形でルートを設定し、シュミレーションする。 

 

家屋間に介在する茶畑
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自然の豊かさは、畔や菜園の柿木、稲木の畦畔木、家屋の庭木、谷川の堤防等が目安となるが、既存の街

路だけでなく、畔等を積極的にルートに取り入れ、大人がすれ違う程度の幅員1.2m程度の広幅員の畔道（既

存畔の2.5倍程度）を散策道として整備していくものとする。何よりも落ち葉や草地、土や霜柱の感触等、足裏

で大地の自然を味わうものとしたい。 

   
家屋裏手に分布する菜園畠の樹木            今も使われている稲木 

 

③心豊かな交流の里づくり 

ワークショップでは、住民が自然に集まり雑談するたまり場やサロンが欲しい要望が強かったが、既存の茶

の里会館ではなぜそれができないかが、課題となろう。場所の前に集まるためには何が必要か検討すべきで

ある。 

茶畑は、地域のシンボルであり、私有地であっても地域としての公共性は大きい。茶工場も同様である。地

域の地場産業を支える生産の場が茶工場であり、生産機能一辺倒の工場から、茶の話題や談話なども楽し

めるホスピタリティの高い施設へ改善していく必要がある。特に茶の里を訪れる人たちの期待にこたえるため

には、見学施設としての機能も付加し、茶の生産工程や手もみ等が体験学習できる施設にしていく必要があ

る。茶生産自体も訪れる人たちとともに共存する施設（企業観光として機能する施設）に改変していく必要が

ある。 

  

また、幹線道路が整備された一環として、味間奥の道の駅的な特産販売店等も検討したい。地域で朝市等

も催し、住民の企画展示（ギャラリー）や気軽に集まれるサロンや来訪者と交流する場所としても整備が期待さ

れる。特にバイパス沿いに里づくり協議会の合意に基づく施設が建設されることで、里づくり計画のガイドライ

ンに沿った開発施設とし、今後の施設デザインの先導的役割を担う施設として、積極的に味間奥のまち並み

景観と調和した施設を建設し、屋内外一体の開放的施設として、茶処の里にふさわしい交流施設としたい。こ

れからの営農組合等の結成にも寄与する施設と位置付けることもできる。茶の里の販売拠点であると同時に

味間奥内外の交流拠点であり、情報発信や地域の散策案内の拠点ともなる多目的な地域のマネージメント

性（地域経営）を備えた複合施設である。 

  

味間奥地区の茶畑を活かしたホスピタリティの高い交流の里づくりは、

茶処を期待して訪れた人を温かく迎え、来訪者の期待に応える環境づ

くりを目指す必要がある。半日から１日程度は十分味間奥に滞在して

楽しめる里づくりを目指すものであり、味間奥地区にある全ての資源や

ストックを訪れる人たちの観賞や体験に堪えるものに変えていく必要が

ある。そうした環境改善が地域住民の愛着や誇りを高め、生きがいづく

りやコミュニティ形成につながっていくこととなる。 

   

 
畦に設置されている案山子（味間奥）




